
口万

８

　

　

　

月

ｏ，３５　
４
莉７

Ｎ
　勁
個Ｈ

関係者がオープンを祝 じテープカ ント 長から施設のカギを受け取 る高梨支配人

し～うらんど
海 遊 館

グランドオーブン

11月 1日 「し～うらんど海遊館」がグラン

ドオープンしました。

当日は、高松村長をはじめとする関係者が、

オープンを記念して、テープカットを行い、

「し～うらんど海遊館」のグランドオープン

を祝いました。

【関連記事2～ 3ペ ージ】

・463-
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自治体では初の建設となる健康増進施設タラツテラピー
「し～うらんど海遊館」が完成し10月 21日 、コミュニティセ
ンターで落成記念式典が行われ、津島雄二厚生大臣、上ノ国
町長 (片石助役出席)ら 多数の来費が出席して施設の完成を
祝いました。

完成した「し～うらんど海遊館」は、地下 1階地上 1階 で、
522パ のプールを含む延べ床面積は、1,454耐 。総工事費約 8

傷!I万円。この施設のメインは、海水を33～ 37℃ に温めた
元気海プール。
迷路状になっている元気海プールはジェット噴射や人工の

流れなど15のアトラクションがあり、その中で、体を動かす
ことによって、筋力低下の予防やストレス解消、腰痛、肩こ
り、アトピーの治療やダイエットなどに効果があります。

10月 22日 から31日 まで、11月 1日 の本格オープンに向け、
「元気海プール」を村内外の人に広く体験してもらうために
無料開放。体験者と施設見学者を併せ約4千人の入場客でに
ぎわいをみせ、早くも高い人気ぶりを示していました。
タラツテラピーは、健康療法として欧州では、広く活用さ

れており、「し～うらんど海遊館」の完成により、村民の健
康増進の大きな役割を担うことが期待されます。

-463
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▲元気海プールで、木原 さんの指導 を受ける参加者

▲海遊館のメイン「元気海プール」

中 本

村 原

光
知
子

さ
ん
写
ヽヽヽングアドバイビ

構
【

一
一
さ
ん

（厚
生
省
）

ど
海
遊
館
に
場
所
を
移
し
、
五
十
名

が
元
気
海
プ
ー
ル
で
、
本
原
さ
ん
か

ら
、
快
適
な
運
動
方
法
の
指
導
を
受



嫌ιチろ 1

11月 3日 (文 化の日)、 青森あすなろホールで、平成12年度褒賞受賞式が行われ、村の発展に

功労があった 6名 が表彰されました。

奈良 正勝さん

(太 田 )

本荘 珍雄さん
(十  三 )

く
受
賞
後
の
記
念
撮
影

平
成
士

年
度
褒
賞
受
賞
者

昭
和
五
十

一
年
二
月
以
来
二
十
四

年
間
、
市
浦
村
議
会
議
員
と
し
て
清

新
な
議
会
活
動
を
通
じ
て
住
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
、
こ
の
間
副
議
長
の

要
職
を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
九
年
九
月

一
日
津
軽
北
　
　
　
昭
和
四
十
五
年
市
浦
村
商
工
会
理

農
業
に
お
い
て
は
、

ハ
ウ
ス
栽
培

　

　

地
区
保
護
司
拝
命
以
来
二
十
六
年
間
、　
　
事
に
選
任
さ
れ
て
以
来
、
平
成
十
二

犯
罪
予
防
の
た
め
、
世
論
の
更
生
保

　
　

年
五
月
に
退
任
す
る
ま
で
二
十
七
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
理
事
を
務
め
、

商
工
会
ス
タ
ン
プ
会
会
長
並
び
に
青

色
申
告
会
会
長
と
し
て
、　
百
貝
し
て

地
域
商
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い

奈良 廣悦 さん

(相  内)

の
先
駆
者
と
し
て
、
ト
マ
ト
の
栽
培

に
着
手
し
、
水
稲
単

一
経
営
か
ら
複

合
経
営
を
目
指
し
、
農
家
経
営
の
向

上
と
地
域
農
業
の
振
興
発
展
に
貢
献

会
長
に
選
任
さ
れ
て
以
来
二
十
年
間

一
貫
し
て
地
域
商
業
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
．

現
在
、
人
権
擁
護
委
員
、
市
浦
村

相
内
財
産
区
管
理
会
会
長
を
務
め
る

な
ど
地
方
自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
て

間
、
市
浦
村
農
業
協
同
組
合
参
事
と

し
て
、
農
業
経
営
の
合
理
化
や
農
家

の
生
活
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。

有
余
に
わ
た
り
本
町
納
税
貯
蓄
組
合

の
会
計
と
し
て
納
税
組
合
の
育
成
と

組
織
強
化
に
努
め
、
納
税
思
想
の
啓

余
、
市
浦
村
職
員
と
し
て
そ
の
職
務

に
精
励
し
、
常
に
研
鑽
に
努
め
、
地

方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

成田 忠爾 さん

(相  内)

三和 博明 さん

(相  内)

鳴海 文保 さん

(青森市)
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21世紀に伝えたい中世港湾都市

十三    掘罰童
70周年認念フォーラム″磐

卜
年
目
を
迎
え
る
十
三
湊
遺
跡
発

掘
調
査
目

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
と

今
後
の
展
望
を
探
る
記
念

フ
オ
ー
ラ

ム
が
十
月
二
十
二
日
、
五
所
川
原
市

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
県
内
外
か
ら
三
百
名
が
参
加

京
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
石
井
進
氏

の
講
演
〕
引
き
続
き
榊
原
滋
高
学
芸

員
、
県
教
育
庁
鈴
木
和
子
学
芸
員
か

ら
十
二
湊
遺
跡
発
掘
調
査
の
報
告
が
、

富
山
大
学
教
授
前
川
要
氏
か
ら
は
、

唐
川
遺
跡
発
掘
調
査
の
成
果
が
発
表

さ
れ
、
午
後
は
青
森
県
文
化
財
審
議

員
の
佐
藤
仁
氏
か
ら

「安
藤
氏
関
係

の
金
石
文
」
、
文
化
庁
記
念
物
課
文

化
財
調
査
官

の
坂
井
秀
弥
氏
か
ら

「
中
世
主
要
港

二
津
七
湊
の
現
状
と

十

一．湊
」
と
題
し
た
研
究
発
表
と
、

石
井
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
六

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

石
井
氏

の
講
演

で
は
、
「
十
三
湊

認
さ
れ
、
浜
地
が
な
だ
ら
か
に
傾
斜

し
て
下
が

っ
て
き
て
い
る
所
に
護
岸

施
設
を
造

っ
て
い
る
。
品
一護
岸
施
設

か
ら
当
時

の
水
辺
の
方
に
向
か

っ
て

本
の
杭
が

一
列
に
並
ん
で
確
認
さ
れ
、

一
部
対
に
な

っ
て
い
る
杭
が
あ
る
こ

水
辺
に
向
か

っ
て
木
で
造
ら
れ
た
桟

橋
が
当
時
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
．

０
桟
橋
の
杭
の
部
分
に
船
を

つ
な

い

だ
と
考
え
ら
れ
る
縄
が
巻
き

つ
い
た

状
態
で
見

つ
か

っ
た

．‐
０
大
型
船
は
、

水
路
と
し
て
使
わ
れ
た
前
潟
に
停
泊

さ
せ
、
小
船
に
乗
り
換
え
て
湊
で
荷

物
の
積
降
し
を
し
た
と

い
う
こ
と
が

判

っ
た
ｉ
Ｃ
昨
年
の
調
査
で
礫
が
散

か
れ
て
い
る
遺
構
が
南
北
三
百
メ
ー

ト
ル
位
に
わ
た

っ
て
確
認
さ
れ
て
お

り
、
広

い
範
囲
で
湊
が
整
備
さ
れ
て

い
た
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
０
¨

一ウ
湊
が
整
備
さ
れ
た
時
期
は
、
出
土

し
た
陶
磁
器
か
ら
大
体
十
五
世
紀
前

半
と
推
定
さ
れ
、
十
三
湊
で
上
塁
や

堀
が
造
ら
れ
、
町
屋
が
整
備
さ
れ
る

と

い
っ
た

一
連
の
動
き
の
中
で
十
三

湊
も
整
備
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
が
調

査
の
結
果
わ
か

っ
て
き
て
い
る
こ
３
一

中
世
の
時
期
は
全
国
的
に
湊
町
が
多

く
成
立
し
て
い
る
が
、
当
時
の
湊
の

様
子
が
わ
か

っ
て
い
る
資
料
は
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
ゥ
十
三
湊

遺
跡
の
よ
う
に
湊
の
施
設
が
解
明
さ

想
う
．
海
上
交
通
の
拠
点
の
湊
と

い

・464-



市
浦
の
自
然
と
が
力
を

存
分
に
漬
瞑
し
ま
し
た

ハ
ー
指
導
の
も
と
、
も
や
焼
き
に
チ

ン
レ
ン
プ
し
、
個
性
あ

か
れ
る

ア
＝

山
田
放
行
さ
ん

（磯
松
出
身

一
は
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の

電
気
設
備
を
点
検

東
北
電
力
・
中
里
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
奉
仕
活
動

電
気
設
備
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
の
点
検
を
行
う

「
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
宅
電
気
設
備
点
検
訪
問
」

が
十
月
一
．十
六
日
、
東
北
電
力

・
中

里
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ

っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
に
電
気
を

適
正
に
使

っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
電

気
設
備
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
を
事
前

に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
奉
仕
活
動
。
今
回
も
電
気
の

漏
電
検
査
や
蛍
光
灯
の
電
球
交
換
な

ど
を
無
料
で
行

い
ま
し
た
。
事
業
費

は
す
べ
て
東
北
電
力
独
自
の
予
算
で

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
村
内
十
戸

の

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
を
訪
問
し

-464



保
健

口
医
療

口
福
祉
の

向
上
を
め
ざ
し
て

第
３‐
回

市
浦
村
共
同
保
健
。医
療
・福
祉
計
画
会
議

十

一
月
二
十

一
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
二
十

一
回
市
浦
村
共
同

保
健

。
医
療

・
福
祉
計
画
会
議
が
開
か
れ
、
村
内
各
種
団
体
関
係
者
ら
約
百
名

が
参
加
し
、
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
や
保
健

・
医
療

・
福
祉

関
係
の
課
題
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
会
議
の
参

加
者
が
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
一〕
介

護
保
険
制
度
の
理
解
と
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
。
②
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
づ
く
り
。
③
患
者
送
迎

バ
ス
運
行
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
。

（０
付
敬
老
年
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
っ

３
理
想
の
診
療
所
を
目
指
し
て
ぃ
の

五
つ
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
、
話
合

わ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
で
活
発
な
意
見

交
換
が
交
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
三
歳
児
健
診
虫
歯
ゼ

ロ
児
、
健
康
づ
く
リ
ポ
ス
タ
ー

・
標

語
入
選
者
、
国
民
健
康
保
険
優
良
家

庭
、
献
血
功
労
者
へ
村
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ビックリ、双子の「ハクサイ」
～奈良義美さん(太田)が収穫～

収
穫
し
た

「
ハ
ク
サ
イ
」
が
双
子
　
。

こ
の
ハ
ク
サ
イ
は
、
奈
良
さ
ん
が
自
家
消
買
用
に

収
穫
し
た
も
の
で
、　
一
つ
の
茎
か
ら
見
事
に
二
つ
に

分
か
れ
、
ま
さ
に
双
子
の
ハ
ク
サ
イ
。
双
ん
の
大
き

さ
も
普
通
の
ハ
ク
サ
イ
と
ほ
ぼ
同
じ
。
奈
良
さ
ん
は
、

「
こ
ん
な
双
子
の
見
事
な
ハ
ク
サ
イ
は
初
め
て
見
た
」

と
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＞
双
子
の
ハ
ク
サ
イ
を
手
　
＞

一
つ
の
茎
か
ら
見
事
に

に
す
る
奈
良
さ
ん
　
　
　
　
分
か
れ
た
「
ハ
ク
サ
イ
」

7 二■ιチら

会
議
で
は
、
工
藤
助
役

（村
長
代
理
）

が
、
「
村

の
保
健

・
医
療
　
福
祉
事

業
に
つ
い
て
の
話
合

い
が
も
た
れ
る
．

こ
の
機
会
に
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と

を
出
し
あ

っ
て
有
意
義
な
会
議
に
し

て
ほ
し

い
ぅ
」
と
、
米
澤
雅
西
北
地

方
福
祉
事
務
所
長
が

「市
浦
村
は
、

意
識
が
浸
透
し
て
い
る
　
保
健
　
医

療
　
福
祉
の

一
体
的
な
サ
・
ビ
ス
を

行

つヽ
ュ
括
ヶ
ア
シ
ろ

ア
ム
を
二
え
か

午
後
は
、
一
い
き

い
き
し
た
生
活

第
七
回

子
牛
品
評
会
開
催

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は

「よ
し
ゆ
き
の
四
号
」

▼
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン

▼
め
す
の
部

●
優
秀
賞

し
げ
ゆ
き

の
四
号（中

山
幸
夫

・
磯
松
）

ふ
じ
こ
三
号

（相
澤
　
治
　
磯
松
）

●
優
良
賞

▼
去
勢

の
部

●
優
秀
賞

若
雪
　

　

　

（工
藤
義
美
　
磯
松
）

成
栄
二
号

　

（成
田
　
動
一　
脇
元
）

●
優
良
賞

春
美
二
号

　

（工
藤
義
美

・
磯
松
）

幸
広
　
　
　
（中
山
幸
夫

・
磯
松
）



二・ιチろ

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

〓
一

７
．
´́
４

一

ヽ
　

“

一
一
、

一一一一一一
一一一
（
・
一
一一一一

知
事
・
イ
一話
し
合

い
を
持
ち
ま
し
た

（相
内

）
が
農
業
に
関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
で
」
れ
以

上
の
減
反
は
農
家
の
死
活
問
題
で
あ

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
県
の
意
見
を

＞
木
村
知
事
と
記
念
撮
影

十

一
名
が
要
望
を
述
べ
る

”ざ

二́

．　
　
一　
二
、

一　
二
姜
遣
〓
彗
´

通
諄
を
目
二
遺
誇
モ
定
を
受

´
ら
だ
．

，
´
　

一
二
、
ｔ
事
・に
積
極
崎
に
意

ふれあいトーク出席者

金 春

三和真智子

成田俊二郎

相坂 泰史

吉田  稔

八木澤 泉

奈良しづ江

進 司

中 井 貫 一

藤田 尚子

佐藤美 矢子

あすを拓くふるさとまつり

ま
つ
り
期
間
中
は
好
ベ

二
千
五
百
人
の
八
出
で
に
ぎ
わ
う



か み の く に

情 報 ラ ン ド

友好町村だより①
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豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

上
ノ
国
町
で
は
、
子
供
議
会

（高

校
生
）
が
役
場
議
場
で
開
催
さ
れ
、

本
物
の
会
議
と
同
形
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
に
福
原
町
長
よ
り
子
供

議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら

の
上
ノ
国
町
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
と

い
う
、
町
政
の
執
行
方
針
や

各
課
の
役
割
を
簡
単
に
説
明
し
ま
し

一
般
質
問
に
入
り
、
二
十
人
の
高

校
生
議
員
が

「観
光
客
を
呼
ぶ
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
」
Ｆ
一十

一
世
紀

の
上
ノ
国
町
に
つ
い
て
」
「
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
」
な
ど
二
十
件
の
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し

て
町
長
が

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え

て
い
ま
し
た
．
会
場
に
は
、
上
ノ
国

高
校

（関
原
暉
校
長
）
生
徒
五
十
人

が
傍
聴
し
、
議
員
の
質
問
や
町
長
の

答
弁
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

人
事

と
救
急

・
救
助

は

一
一
九

番

澤

購

藤

鮮

藤

暉

僣

十

一
月
四
日

・
五
日
に
開
催
さ
れ

で
は

「
消
防
装
備
品
の
展
示
」
「
保

育
園
児

の
消
防
車
写
生
展
」
「
防
火

標
語
展
」
を
出
展
し
ま
し
た
っ

今
年
五
月
に
救
助
資
機
材
と
し
て

配
備
し
た

「
レ
ス
キ

ユ
ー
ツ
ー
ル
」

を
村
民
の
み
な
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な

操
作
手
順
や
実
際
に
、
パ
イ
プ
イ
ス
、

木
材
な
ど
を
切
断
し
、
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
が
、
と
て

も
人
気
が
あ
り
三
回
、
三
回
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
が

い
ま
し
た
。
ま
た
、

人
形
を
使

っ
て
の
心
肺
蘇
生
法
も
小

さ
な
子
ど
も
か
ら
御
年
輩
の
方
ま
で
、

沢
山
の
人
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

「
防
火
標
語
展
」
は
、
今
回
で
三

回
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、

村
内
の
小
学
校
四
年
生
以
上
、
中
学

校
は
全
生
徒
を
対
象
に
募
集
し
た
と

こ
ろ

一
八
〇
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ

ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く

審
査
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
、
児
童
生
徒

の
作
品
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
、

全
労
済
、
消
防
団
に
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

防
火
標
語
展
入
賞
者

口

園

団

最
優
秀
賞

脇
元
小
学
校
六
年
　
石
岡
奈
未
可

防
火
の
輪

未
来
の
た
め
に

自

ロ

ヨ

最
優
秀
賞

市
浦
中
学
校
二
年
　
石
岡
　
城
幸

火
事
が
ゼ
ロ

み
ん
な
の
注
意
の

積
み
か
さ
ね

★
警
防
係
よ
り

今
年
も
雪
の
降
る
寒

い
季
節
に
な

り
ま
し
た
が
、
年
末
年
始
に
む
け
ご

家
庭
で
は
大
掃
除
を
す
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
家
具
や
電
化
製
品
の

裏
に
隠
れ
た
、
さ
し

っ
ぱ
な
し
の
コ

ン
セ
ン
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
付
近

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
は
こ
り
を
と
り
除

い
て
火
災

の
な

い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

夜
間
の
消
火
栓
　
防
火
水
槽
付
近

ヘ

の
違
法
駐
車
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ



雌ιチろ l101

〓
目 その2

今
回
は

「
し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」

の
館
内
を
ご
案
内
し
ま
す
。

み
ん
な
に
よ
り
多
く
利
用
し
て
頂

く
た
め
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
か
ら
は
施
設
か
ら
の
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
楽
し
み
に
し

て
い
て
下
さ
い
。

「し
ヽ
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」
は
、

温
か
い
海
水
の
元
気
海
プ
ー
ル
を
中

心
と
し
た
健
康
増
進
施
設
で
す
。

①
フ
ロ
ン
ト

ま
ず
来
館
し
て
頂
く
最
初
の
場
所

で
す
。
わ
か
ら
な
い
点
は
気
軽
に
ス

タ
ツ
フ
に
お
聞
き
下
さ
い
。

②
更
衣
室

利
用
し
て
頂
く
た
め
の
水
着
に
着

替
え
て
頂
く
場
所
で
す
。
右
が
男
性

用
、
左
が
女
性
用
で
す
。

③
元
気
海
プ
ー
ル

十
五
種
類
の
健
康
効
果
抜
群
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
備
え
た
プ
ー
ル
で

④
バ
ン
ジ

ェ

海
水
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
浴
が
楽
し
め

ま
す

（入
場
料
に
別
途
料
金
が
か
か

り
ま
す
）。

⑤
ア
ル
ゴ

ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
海
藻
の
パ

ッ
ク
で
す
。
男
性
も
ご
利
用
に
な
れ

ま
す

⌒入
場
料
に
別
途
料
金
が
か
か

り
ま
す
）。

⑥
エ
ア
ロ
ゾ
ル

海
水
を
使
っ
た
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
で

す
。

②
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

水
着
の
ま
ま
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
頂

く
場
所
で
す
。

③
サ
ウ
ナ

。
水
風
呂

発
汗
作
用
の
あ
る
サ
ウ
ナ
と
水
風

呂
が
あ
り
ま
す
。

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
の
マ
シ
ー
ン

の
あ
る
部
屋
で
す
。

⑩
休
憩
室

ご
利
用
後
の
休
憩
を
し
て
頂
く
た

め
の
畳
の
部
屋
で
す
。

①
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室

健
康
に
ま
つ
わ
る
お
客
様
の
お
話

を
お
聞
き
す
る
場
所
で
す
。

⑫
元
気
海
シ
ョ
ッ
プ

健
康
の
た
め
の
グ
ッ
ズ
や
お
土
産

を
販
売
す
る
場
所
で
す
。

ま
た
こ
ん
な
方
の
た
め
に
特
別
な

サ
ー
ビ
ス
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
自
分
の
ペ
ー
ス
で
運
動
が
し
た
い

方
●
水
中
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
た
い
方

●
腰
痛
の
気
に
な
る
方

●
膝
の
痛
み
が
気
に
な
る
方

●
肩
凝
り
の
ひ
ど
い
方

●
冷
え
性
の
ひ
ど
い
方

●
最
近
体
重
が
気
に
な
る
方

●
加
齢
す
る
に
つ
れ
、
体
力
が
気
に

な
る
方

●
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た
い
方

●
高
血
圧
や
高
脂
血
症
の
方

●
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方

こ
ん
な
症
状
に
悩
ん
で
い
る
方
は
、

お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
て
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「社会福祉法人すわん」職員募集のお知らせ :

撃茂iご準百百栗:

●
特
別
老
人
ホ
ー
ム
す
わ
ん
の
里

●
デ
イ
サ
ー
ヒ
ス
セ
ン
タ
ー
す
わ
ん

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
す
わ
ん
の
里

●
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
す
わ
ん

国
民
年
金
の
保
険
料
は
社
会
保

険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す

保
険
＝
拌
際
」
と
し
一
、↑
榊

め
た
場
合
も
含
め
て
、
平
成

π
平
成
十

二
年
の
保
険
料
額

定
額
保
険
料
　
　
月
　
卜
　
月

付
加
保
険
料

一捐
「闊
淵
□

国
民
■

ｒ
ｌょ
、
と
た
一
牛
活
を
保

「
つ
い

ｏ
「
か
―，
」
納
め
忘
れ
た
ヒ

せ

「
か

ヽ
の
年
十
が
受
け

〕
れ
な

い
、

，，
下
る
ニ
ヒ
め
な

い
よ

つ
に
、
必
十

日
咋
振
卜
や
納
――
組
織
を
活
用
‐
´

―

′
を
す
、施
中
で
す
　
納
め
忘
れ
防

Ｌ
振
件
や
納
付
組
織
１１
加

′、
‐
ま́
―



入校生募集の お知 らせ

平成 73年度
青森県立木造高等
技籠専門校生募集

>募集人員

溶接科 建築科 配管科各20名

>募集期間

>訓練期間

13年 4月 1ヽ4年 3月 (1年 )

>応募資格

離転職者などで再就職のため、職業

に必要な技能 と知識を習得 したい方

(年齢 性別は問いません)。

レ応募手続

願書に必要事項を記入 し、最寄 りの

公共職業安定所へ (願 書は公共職業安

定所に用意しております)。

)選 考 日

平成13年 3月 2日 0
〉お問い合わせ

県立木造高等技術専門校 (木 造町字

桜木17-2、 80173-42-2424)又 は

最寄 りの公共職業安定所まで。

Aen ιチろ 0

農 業 標 準 で 申 告‐さ れ る .皆 様 ヘ

平成12年分 (平成13年 2月 16日 ～3月 15日 申告分)から農業標
準の計算方法が変わります。

◆計算の方法
①農業標準による所得金額は、水稲等も含めてすべて「収入金額×所得率」の計算

式により計算 します。

収入金額は、販売金額と家事消費 ,事業消費の合計額で計算 します。また、

米 りんご等で年末に在庫があるものは在庫数量を把握 し、販売金額等の単価を

乗じて期末棚卸金額を副算 して収入金額に含めます。

なお、販売金額は出荷経費 手数料を引 く前の金額で計算 します。ただし、米

の農協出荷分については仮渡金で計算 します。

②上記①の計算後、車両関係経費 建物関係経費 修繕費 雑費等について「共通

控除経費」として一定の率で別途控除します。

③さらに、実際に支出した金額を基に控除する「実額控除経費」を別途設けています。

◆計算例 (水稲 。自家用野菜畑・専門野菜畑を作付けする場合)

◆平成12年分の標準種目は次のとおりです。

[9姜理lp普 1畑
`幸

押寿||'。 暴

"燎

りんめ ◎野菜畑帳 売DI

※自家用野菜畑標準は、作付けする野菜をすべて自家用として消費している場合に

※野菜を販売している場合は、専門野菜畑標準を適用します。

※上記の標準種目以外の作物を作付けする方は、収入 .必要経費の実額で計算する

収支計算によって所得金額を計算します。

◆収支計算のおすすめ

農業経営の合理化及び経営基盤の安定を図るためには、収支計算によりご自分の

経営状態を把握することが大切です。

農業標準は、申告のための単なる目安ですので、各農家の方の所得金額を適切に

表すことのできる収支計算をおすすめします。
ご自分で所得金額を計算することが困難な方は、確定申告の際、裏面の計算メモ

を記載していますと比較的短時間で申告ができますので、是非ご記入の上、ご持参

善意に感謝します

JA・ 市 浦
グ ソニンタラブ |

2万円寄付

このたび、 」A市 浦 グ リー

ンクラブ (三 浦 みや子代 表 )

より、「社会福祉に役立ててく

ださい」と、ふるさとまつ り
での売上金の一部 2万 円が寄

第119回全国商工会珠算検定試験が 11月 10日 、村内各小学校 において開催 されました。

受験者数は22名 で合格者は次の とお りです。

3 級  飯 島 大 貴 (辻分珠算学院)  匝 11トコロ  武 田 美 穂 (浦  田 塾)

1 機
‐ 葛 西 陽 子 (辻分珠算学院)  匝

,亜
□  秋田谷 美 佑 (辻 分珠算学院)

近 藤 祐 人 鋪 田 勘
 「l.轟町 11笠

曇 辱

希

名 騰

分

砲『

学

]5 級 F 平 野 美 晴 (辻 分珠算学院)       |



情報をお寄せください

しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成12111現 在

1伊マ|?う 3‐

雇用保険の新制度が
スタートします。

経済社会の変化や働き方の多様化に

対応 し、早期再就職を支援するために

成13年 4月 から雇用保険制度が大きく

変わります。

◆改正の要点

原則として、平成13年 4月 から変わ

ります)

①「一般の離職者」であるか「倒産、
解雇等により離職 した者」であるか

により、給付日数が異なる仕組みに

②育児休業給付、介護休業給付の給付
率力私0%と なります。(平成13年 1月

から)

③雇用保険料率が155/1,000と なりま
す。 (事業主負担分95/1,000、 被

保険者負担分 6/1,000)

④パートタイム労働者、登録型派遣労
働者の適用基準が緩和されます。

⑤離職証明書等の様式が変わります。
レお問い合わせ

1、 返済期間の延長 (最長10年 )

2、 元金据置期間の設定 (最 長 3年 )

お取扱い期間は、平成14年 3月 末ま

詳細については、住宅金融公庫東北

支店 (8022-227-5003)又はご返済

中の金融機関の相談コーナーまで。

1鷲秦蒸妻:I藍

=義=I放送大学 (正規の通信制大学)は平

成13年 度第 1学 期の学生を募集 してお

◎学士 (教養)の学位がとれます。

◎マイペース (テ レビ ラジオ)で学

◎人文 社会・自然等の幅広い分野の

約320科 目から選べます。

◎ 1科 目からでも学べます。

◎18歳 以上であれば誰でも全科履修生

◎15歳 以上であれば誰でも選科 科日

履修生として入学できます。

◎入学のチャンスは年 2回 (4月 と10

月)です。

◎短期大学 専門学校卒業者は編入学

◎「労働大臣指定教育訓1練 講座」で教

育訓練給付を受けられます。

◆出願期間 平成12年 12月 15日 0～

※募集要項は無料で送付しますロ

◆資料請求先

〒036-8560 弘前市文京町 1

弘前大学創立50周 年記念会館内

放送大学青森学習センター

I喜蒜轟 撃霧競からあ
":

・ お  ,知  ら  せ

お米の表示が変わります

お米の表示は、消費者が安心 してお

米を買うための重要な商品情報です。

①平成13年 (2001年 )4月 1日 から、
消費者に販売されるお米は、」AS法
に基づく「玄米及び精米品質表示基準J

に従って表示が付されます。

【単品でかつ証明を受けたものの場合】

浅虫水族館からのお知らせ

2001年
ニユーイヤースペシャル

ほたてのヨツトレース

◆概 要 ほたての推進力を利用した、
好評の浅虫水族館オリジナル「ほた

お客様に船長になってもらいレース

に参加。また、着順を当てる。

◆実施日 平成13年 1月 2日 関、3日

◆スタート時間 10:30と 14:00の 1

◆場 所 エントランスホール

参加賞、記念品を進呈する。

澤菫水族館クイズラリー

◆概 要 館内にある6ポ イントのク

◆実施日 平成13年 1月 1日鯛)、 7日

◆その他
正解者には記念品を進呈する。

レお問い合わせ

浅虫水族館   8017-752-3377

県内の交通事故概況

466-



先
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
布
施
病
院
の
津
島
院
長

を
講
師
に

「痴
呆
」
に
つ
い
て
の
学

習
と
そ
う
い
っ
た
方
々
を
支
援
す
る

た
め
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

〈痴
果
と
は
？
〉

ｏ
色
々
な
形
で
知
識
を
得
た
人
間
が
、

老
化
や
事
故
、
脳
血
管
性
の
疾
患

に
よ
り
社
会
的
生
活
が
阻
害
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
す
。

（痴
果
の
段
階
〉

ｏ
第

一
期
…
物
忘
れ
を
す
る
。

例
え
ば
、
「物
を
忘
れ
た
」
こ

と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
。

ｏ
第
二
期
…
徘
徊

（昼

・
夜
間
を
と

わ
ず
歩
き
回
る
）
や
行
動
異
常
が

ｏ
第
三
期
…
日
常
生
活
を
送
る
た
め

の
動
作
が
阻
害
さ
れ
、
寝
た
き
り

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
第
二
期
に
な

っ
て
、
痴
呆
と
し
て
の
症
状
が
進
み
、

問
題
行
動
が
現
れ
て
か
ら
受
診
す
る

覆
暴
撲
患
予
賄
露
■
金
か
ら

こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
段
階
で
は
症
状
を
お
さ
え
る
だ

け
に
し
か
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

周
囲
が
見
て

「
い
つ
も
と
違
う
」

「前
と
違
う
こ
と
が
お
こ
り
始
め
た
」

と
い
っ
た
時
に
受
診
す
れ
ば
治
る
こ

と
も
あ
り
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療

が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈予
防
と
支
援
〉

老
年
期
痴
呆
で
は
、
二
ヽ
三
年
意

欲
が
な
い
、
元
気
が
な
い
と
い
う
症

状
が
経
過
し
て
急
速
に
悪
化
し
て
い

何
か
し
ら
の
サ
イ
ン
を
把
握
し
て
お

く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
脳
血
管
性
痴
呆
で
は
そ
の

人
に
よ
っ
て
、
活
用
で
き
る
能
力
に

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
高
血
圧
症
や
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
等
の
疾
患
が
あ

る
と
い
わ
れ
、
普
段
か
ら
の
健
康
管

理
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
痴
呆
症
状
が
出
た
際
に

は
、
そ
の
こ
と
を
受
け
入
れ
早
期
に

専
門
医
へ
相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
も
っ
と
気
軽
に
相
談
す

る
こ
と
で
、
簡
単
に
解
決
方
法
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔」[壺::[〕  〔|」fif』よ」〕
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山 工 横 三 天 三 袴 木 工 長 齋 宮 成 中 蒔 笹

田 藤 田 和 坂 和 田 村 藤 利 藤 川 田 山 田 山
と

結

婚

苗
０
　
一
（脇
　
一匹

奈
津
子

（五
所
川
原
）

順
　
哉

⌒磯
　
松
）

登
志
子

（五
所
川
原
）

秀
　
美

（脇
　
一九
）

香
　
織

（青
　
森
）

圭
　
介

（大
　
田
）

千
加
子

（金
　
木
）

方
　
昭

（相

内
）

侑
　
子

⌒北
海
道
）

卓

（相

内
）

真

樹

⌒弘

前
）

友
　
晃

（相
　
内
）

美
　
樹

⌒神
奈
川
）

隆
　
宏

（弘
　
前
）

真
奈
美

（脇
　
一九
）

⌒〔木畔　利架碑
一針　柱一

⌒脚
剛
千
嘲
一協
劃一

⌒帖　睛　韓　報
一け　麟一

⌒蒔　谷　趣保一
一剌　紳一

⌒柱　帥　罐　「
一協海断一

▼
お
く
や
み

相
　
坂
　
　
　
広

⌒十
三
）
３９
歳

宮
　
川
　
精
　
一

（脇
元
）
５９
歳

中
　
村
　
リ
　
ツ

（十
三
）
８０
歳

〓
一　
和
　
智
　
恵

（相
内
）
８９
歳

中
　
島
　
勝
　
子

（十
三
）
８５
歳

浦
　
田
　
啓
三
郎

（十
三
）
８２
歳

〓
一　
浦
　
キ
ミ
ヱ

（相
内
）
６０
歳

新
　
岡
　
山石
次
郎

（十
三
）
８０
歳

（カ
ナ
ダ
）
２４
歳

◎
Ｏ
⑤
③

い
よ
い
よ
二
十

一
世
紀
へ
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
に
入
り
ま
し
た
。

高
度
成
長
を
遂
げ
た
二
十
世
紀
、

何
か
と
暗
い
話
題
も
多
か
っ
た
二
十

世
紀
も
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
は
二
十

一
世
紀
へ
の
助
走

新
年
の
幕
開
け
に
新
世
紀
の
幕
開
け

の
お
ま
け
付
き
で
、
何
か
得
す
る
気

分
に
。
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
一不
）

佐 佐 笹 三 藤 成

藤 藤 山 上 田 田
▼

千ち日ひ尚t 斗与 お

客塔
力
矛需讐辱

ま
董

内 内 松 元 松 内

伸 雅 和 禎  昌
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